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筑波大学附属図書館報

筑波大学図書館実務研修を終えて
榊原　幸子

私は平成15年10月 5日から12月19日までの約 2

ヶ月半の間，図書館実務研修で筑波大学にお世話

になりました。始めの 1ヶ月ほどを中央図書館で

過ごし，その後医学図書館で研修させていただき

ました。

現在私は茨城県立医療大学附属図書館で閲覧に

関する仕事を担当していますが，業務内容が多岐

にわたっているので，実際には広く浅く仕事をし

ているといった現状です。従って，筑波大学の様

に係ごとに仕事が専門化している中での生活は初

めてなので，正直戸惑いや不安もありました。し

かし，皆さんがとても丁寧に指導して下さったお

かげで，そういったものはすぐに払拭されました。

そして，今まで自分が携わってきた仕事だけでな

く直接の担当でない仕事もさせていただいたこと

で，改めて自分の仕事を客観的に見つめることが

できたと思います。

普段私はカウンターにいる時間はごく限られて

いて，直接利用者と接する機会はあまりありませ

んが，筑波大学ではカウンターにも多く出させて

いただきました。そこで感じたことは，国や年齢

などの違う様々な方々が図書館を利用しているこ

と，そしてそのために語学力や様々な知識が必要

とされることなどです。当然ながら利用者にとっ

ては私も筑波大学職員と変わらないため，特にレ

ファレンスでは質問もかなり多岐にわたってい

て，自分の力不足，勉強不足を痛感させられまし

た。そこで今後は図書館についてもっと知識を身

につけ，データベースなども積極的に活用してい

きたいと思います。筑波大学で研修を終えた今，

以前はもしかすると見過ごしてしまっていたよう

なことも自分なりに考え，問題点を見つけること

ができるようになったのではないかと思います。

初めの内はまだまだ先は長いなぁなどと感じて

長の時代からだから，電子図書館システムに登録

された第57号だと記憶している。筑波フォーラム

は30年あまりの歴史の最後（最近）の部分を「電

子活字」とともに歩むようになっているのである。

最後に，私の編集委員長の体験から，特集の

ソースについてお話したい。毎年 4月初めの評議

会で決定された当該年度の年次計画が企画調査室

から青色の冊子「平成○○年度筑波大学年次計画

について」として発行されている。この中の教育

の部分の年次計画を特集のテーマに使ってきた。

この執行部の年次計画を教員はどのように捉え

て，どのように解決，実行しようとしているのだ

ろうかという切り口が，果たして筑波フォーラム

の記事に現われただろうか。法人化を迎えるにあ

たり，筑波フォーラムは中期計画の教育の部分を

特集テーマに選んでいくのだろうか。筑波フォー

ラムの始めの号では，筑波大学のアピールという

特集が組まれているように感じたが，法人化され

て初めての筑波フォーラムはどのようなスタンス

でこれからを歩んでいくのだろうか。

（たかい　しょうぞう　体育科学系教授）
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いた研修ですが，気が付くとあっという間に終わ

っていたような気がします。まだまだ教えていた

だきたいことが沢山あり，正直なところ，終わり

の頃にはもう少し研修が長ければなぁなどと考え

たりもしました。今後は研修で教えていただいた

ことを忘れずに日々努力を重ね，業務に励んでい

きたいと思います。本当にお世話になりました。

さて，余談になりますが，医療大学が平成 7年

開校のまだ新しい大学であるのに対し筑波大学に

は歴史と伝統があり，資料も古典的で貴重なもの

が多く存在しています。今回の研修中には特別展

が開催されていて，実際に貴重図書を間近で拝見

する機会がありました。大変すばらしかったです。

その一方で電子図書館のシステムも確立されてい

て，筑波大学は古いものと新しいものがとてもう

まく融合されているように感じました。また筑波

大学では展示会のポスターや看板なども職員の

方々が作成されるそうですが，本当に感心させら

れました。ぜひ私もその姿勢を見習っていきたい

と思います。

（さかきばら・さちこ　茨城県立医療大学　図書

館・情報課）

平成15年10月～12月に寄贈を受けた本学教官の

著書を紹介いたします。

（敬称略， 寄贈者五十音順， 所属は平成15年度

のものです。〔 〕内は配架場所と配架番号です。）

川西宏幸（歴史・人類学系）

・古代エジプトの歴史と社会／屋形禎亮編．同成

社，2003〔中央　242.03-Y16〕

木下由美子（社会医学系）

・在宅看護論　第4版．医歯薬出版，2004〔医学

492.9-Ki46〕

庄司進一（臨床医学系）

・より良いインフォームド・コンセント（IC）

のために／日本内科学会認定内科専門医会．日

本内科学会，2003〔中央，体芸，医学 490.14-

N77〕

平良和昭（数学系）

・Semigroups, boundary value problems and

Markov processes. Springer, 2004（Springer

monographs in mathematics）〔中央 417.1-Ta23〕

徳田克己（社会医学系）

・道徳教育エッセンシャルズ　中学校編／水野智

美〔ほか〕共編著．チャイルドセンター，2004

〔中央，体芸，医学 371.6-Mi96〕

富永昭（物理学系）

・誕生と変遷にまなぶ熱力学の基礎．内田老鶴圃，

2003〔中央　426.5-To55〕

中山伸一（図書館情報学系）

・情報メディアの活用と展開．青弓社，2003（学

校図書館図解・演習シリーズ：1）〔図情

017.08-G16-1〕

芳賀紀雄（文芸・言語学系）

・萬葉集における中國文學の受容．塙書房，2003

〔中央 911.12-H12〕

黄順姫（社会科学系）

・W杯サッカーの熱狂と遺産：2002年日韓ワール

ドカップを巡って．世界思想社，2003〔中央，

体芸 783.47-W65〕

守屋正彦（芸術学系）

・すぐわかる日本の仏教美術 : 彫刻・絵画・工

芸・建築．東京美術，2003〔体芸 702.1-Mo72〕

�田右子（図書館情報学系）

・アメリカ公立図書館で禁じられた図書／川崎良

孝共訳．京都大学図書館情報学研究会，2003

〔図情　010.1-G33〕


